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徒 

然 

草 

■
昨
年
の
今
頃
の
状
況
覚
え
て
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
？
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
の

関
係
は
一
触
即
発
の
状
況
。
「
お
い
ぼ
れ

老
人
」
と
か
「
小
さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」

と
の
の
し
り
合
い
、
世
界
中
を
不
安
に
陥

れ
て
い
た
。
し
か
し
六
月
一
二
日
に
両
国

首
脳
が
、
歴
史
的
に
も
初
め
て
顔
を
合
わ

せ
て
会
談
し
、
緊
張
局
面
は
転
換
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
平
昌
（
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
し
て
こ
の
よ
う

な
状
況
を
見
越
し
て
い
た
人
も
い
た
◆

韓
国
の
ム
ン
ジ
ェ
イ
ン
大
統
領
も
そ
の

一
人
だ
ろ
う
と
思
う
。
彼
を
抜
き
に
し
て

今
回
の
米
朝
首
脳
会
談
は
実
現
し
な
か

っ
た
と
思
う
。
ム
ン
ジ
ェ
イ
ン
大
統
領
の

存
在
は
大
き
い
し
、
懐
の
深
い
理
性
的
な

努
力
は
称
賛
に
値
す
る
も
の
だ
◆
一
方

で
ア
ベ
首
相
は
、
全
て
が
ア
メ
リ
カ
頼

み
、
ト
ラ
ン
プ
頼
み
で
主
体
性
な
し
。
拉

致
問
題
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
取
り
上

げ
て
く
れ
た
の
で
「
日
朝
問
題
な
の
で
こ

れ
か
ら
は
私
が
や
り
ま
す
よ
」
と
、
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
つ
い
先
頃
ま

で
は
「
対
話
の
た
め
の
対
話
は
意
味
が
な

い
」「
核
の
放
棄
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で

は
、
圧
力
の
み
」
と
盛
ん
に
言
っ
て
い
た

が
ト
ラ
ン
プ
が
態
度
を
変
え
れ
ば
「
全
面

的
に
一
致
」
と
コ
ロ
ッ
と
態
度
を
変
え
る

主
体
性
の
な
さ
に
は
呆
れ
る
◆
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
が
現
実
の
問
題
に
な
れ
ば
、

日
本
を
取
り
巻
く
状
況
も
大
き
く
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
。
安
倍
政
権
で
は
問
題

解
決
は
不
可
能
、
退
陣
し
か
な
い
。（
Ｍ
） 

    

写真上から中国地方整備局で要請書

を渡す高見副議長、県庁への要請、

広島市役所との話し合い（７月１日） 

福山市役所との話し合い（７月２日） 

過積載を根絶し、賃金（単価）引き上げや、ダンプ

規制法に基づく12条団体の使用促進などを前進させる

ため、ダンプキャラバンに取り組みます。（第 25 回） 

労働組合の真価が問われる行動、力を合わせて成功させよう！ 

 

 

 

八
割
以
上
が
単
価
は
「
変
化
な
し
」 

今
年
の
ダ
ン
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
（
六
〇
人
分
集
約
）
で

も
「
単
価
は
変
化
な
し
」
が
五
一
人
（
八
割
以
上
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
受
け
取
り
単
価
が
依
然
と
し
て
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。 

「
過
積
載
の
根
絶
、
労
働
条
件
改
善
」、

ダ
ン
プ
規
制
法
の
原
点
に
立
ち
使
用
促

進
運
動
に
取
り
組
み
中
で
す 

 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
教
訓

に
も
学
び
「
ダ
ン
プ
規
制
法
」
の
原
点
に
立
ち
「
法

1
2  

 

組
合
で
は
、 

 

 

建
交
労
広
島
ダ
ン
プ
支
部
は
七
月
一
〇
日
（
火
）
と
同
一
八
日
（
水
）
の
二
日
間
、
第
二
五
回
ダ

ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
一
日
目
は
広
島
市
を
中
心
に
、
二
日
目
は
午
前
中
の
要

請
終
了
後
、
福
山
市
に
移
動
し
ま
す
。
新
し
い
執
行
部
体
制
の
も
と
で
取
り
組
み
ま
す
。 

「
日
建
連
」
事
務
所
に
は
じ

め
て
要
請
・
懇
談
し
ま
す 

一
日
目
は
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
、

広
島
県
土
木
建
設
局
、
広
島
県
警
本
部
、
そ
し

て
日
建
連
（
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
）
中
国

支
部
、
広
島
市
の
五
カ
所
に
要
請
懇
談
し
ま

す
。
「
日
建
連
」
事
務
所
と
は
初
め
て
で
す
。

二
日
目
は
午
前
中
広
島
県
建
設
工
業
協
会
に

午
後
は
福
山
市
、
広
島
県
東
部
建
設
事
務
所
に

要
請
・
懇
談
を
行
い
ま
す
。
要
請
・
懇
談
先
に

は
武
田
事
務
局
長
を
先
頭
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
パ

ン
フ
も
渡
し
、
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

一
二
条
に
規
定
す
る
」
団
体
と
し
て
「
使
用

促
進
」
の
要
求
書
を
出
し
て
元
請
会
社
と
交

渉
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
来
月
の
「
ダ
ン
プ

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
で
も
要
請
の
中
で
取
り
上
げ

ま
す
。
し
か
し
、
組
合
員
が
参
加
す
る
「
使

用
促
進
運
動
」
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

七
月
に
「
就
労
集
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
参
加
を
。 

そ
の
た
め
に
も
組
合
で
は
、
「
使
用
促
進

運
動
」
の
意
義
と
目
的
を
よ
く
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
「
就
労
集
会
」
を

来
月
開
催
し
ま
す
。
過
去
に
も
広
島
市
内
で

「
就
労
集
会
」
を
行
い
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
ご
く
小
数
で
し
た
。
今
回
は
福
山
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
日
程
等
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 

   

 

広
島
国
道
事
務
所
に 

 

 

 

昨年のダンプキャラバン、写真

上は中国地方整備局、下は広島市

への要請書を渡す小林豊数議長 

（2017 年 7 月 18 日広島市） 

指導の目が届かないところで

は過積載はやりたい放題のと

ころもあり（県内の公共工事

現場で 2018年１月組合撮影） 

2018 年キャラバン日程 

●一日目 

7 月 10 日（火） 

・中国地方整備局  9:30～ 

・広島県土木建設局 11：00～ 

・広島県警     13:20～ 

・日建連      14:20～ 

・広島市      16:00～ 

●二日目 

7 月 18 日（水） 

・広島県建設工業協会 10時～ 

・福山市     13 時 30 分～ 

・東部建設事務所 15 時～ 

（終了は午後 4時予定） 
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今
後
の
組
合
活
動
日
程 

六
・
二
九 

生
公
連
事
務
局
会
議 

七
・ 

三 

七
月
「
三
の
日
行
動
」 

七
・ 

五 

ヒ
ロ
シ
マ
労
連
評
議
員
会 

七
・ 

七 

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
一
周
年
集
会 

七
・
一
〇 

ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
一
日
目
） 

七
・
一
一 

事
業
団
・
高
齢
者
キ
ャ
ラ
バ
ン 

七
・
一
四 

企
業
組
合
広
島
定
例
会 

七
・
一
八 

ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
二
日
目
） 

七
・
二
一 

企
業
組
合
呉
定
例
会 

七
・
二
八 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

八
・ 

三 

建
交
労
反
核
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
到
着 

八
・ 

四 

国
民
平
和
大
行
進
が
広
島
到
着 

八
・ 

五 

核
兵
器
廃
絶
・
建
交
労
全
国
交
流
会
広
島 

八
・ 

六 

被
爆
七
三
年
・
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
の
日 

八
・ 

九 

被
爆
七
三
年
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
の
日 

八
・
一
八 

企
業
組
合
福
山
定
例
会 

八
・
二
五 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

九
・ 

一 

建
交
労
第
二
〇
回
定
期
大
会
（
～
三
日
） 

九
・ 

八 

企
業
組
合
広
島
定
例
会 

九
・
一
五 

企
業
組
合
呉
定
例
会 

      
 

 

       

 

 

 

 

北
の
大
地
に
老
若
男
女
三
六
〇
人
が
集
い
学
ん
だ 

建
交
労
フ
ェ
ス
タi

n

北
海
道
（
六
月
一
五
～
一
七
日
）
広
島
か
ら
五
人 

沖
縄
の
闘
い
へ
の
連
帯
の
集
い 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
小
林
多
喜
二
記
念
館
の
見
学
な

ど
多
彩
に
取
り
組
ま
れ
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
し
ま
し
た
。
（
武
田
事
務
局
長
） 

大
会
で
は
経
過
報
告
と
会
計
報
告
、
新
年
度
方
針
・
予
算
案
な
ど
を
参
加

者
の
賛
成
多
数
で
採
択
す
る
と
と
も
に
新
執
行
部
を
選
出
、
新
事
務
局
長

に
武
田
喜
成
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
（
小
林
豊
数
議
長
他
は
再
選
、
山
田

事
務
局
長
は
退
任
し
特
別
執
行
委
員
に
） 

 

 

中
国
フ
ェ
ス
タ
・in

さ
ん
べ 

学
習
と
交
流
に
参
加
し
よ
う
！ 

今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
建
交
労
中
国
フ
ェ
ス
タ
」
が
一
〇

月
二
〇
（
土
）
～
二
一
日
（
日
）
島
根
県
大
田
市
三
瓶
（
さ
ん

べ
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
仲
間
づ

く
り
を
す
す
め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
れ
ま
で
二
回
は

庄
原
市
を
中
心
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会
で
、

今
年
は
島
根
県
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
武
田
喜
成
青
年

部 
 
 
 
 
 

部
長
を
中
心
に
計
画
が
す 

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ 

さ
い
。
（
写
真
は
、
ゆ
る
キ

ャ 

ラ
「
し
ま
ね
っ
こ
」） 

過
労
死
を
さ
ら
に
増
や
す
「
働
か
せ
改
悪
法
案
」
、

こ
れ
が
成
長
戦
略
と
は
お
ぞ
ま
し
い
「
カ
ジ
ノ
法

案
」
は
廃
案
し
か
な
い
、
自
民
・
公
明
な
ど
に
反
対

の
声
を
届
け
よ
う
！ 

安
倍
政
権
与
党
の
自
民
党
、
公
明
党
、
そ
し
て
カ
ジ
ノ
法
案
（
Ｉ
Ｒ
法
案
）
推
進
の
立
場
の
日
本

維
新
の
党
な
ど
は
六
月
二
〇
日
で
終
わ
る
予
定
の
通
常
国
会
を
数
の
力
で
七
月
二
二
日
ま
で
延
長

し
、
働
く
者
、
市
民
の
た
め
に
な
ら
な
い
悪
法
「
働
か
せ
改
悪
法
案
」
と
「
カ
ジ
ノ
法
案
」
を
何
が

何
で
も
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
く
ら
働
い
て
も
残
業
代
を
払
わ
な
く
て
も
良
い
残
業
代

ゼ
ロ
制
度
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
は
財
界
か
ら
の
要
求
、
カ
ジ
ノ
法
案
は
、
刑
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
賭
博
を
合
法
化
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
根
拠
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
と
に
か

く
「
大
阪
万
博
と
一
緒
に
（
外
国
人
を
）
大
勢
呼
び
込
み
、
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
こ
と
が

大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
外
国
人
観
光
客
は
現
在
、
毎
年
増
え
続
け
て
お
り
、
カ
ジ

ノ
誘
致
が
「
成
長
戦
略
」
と
は
ま
さ
に
お
ぞ
ま
し
い
限
り
で
す
。 

 

 （写真上）建交労フェスタ参加

者 70 人が作家の小林多喜二のゆ

かりの場所をツアーで訪問した

ことが、17 日付の地元の「北海

道新聞」に掲載されました。好天

のもと小林議長、武田事務局長も

参加したパークゴルフの様子（6

月 16 日・写真下） 

 

今年は被爆 73 周年、もうすぐ 8

月 6 日がやってきます。核兵器廃絶

と原水爆禁止世界大会の成功を願

う「網の目平和行進」が行われまし

た。（6 月 22 日・山田参加） 

 

 

役所の発注現場で

過積載やり放題！ 

 右の 2 枚の写真は、中国地方

整備局発注の同じ現場のダンプ

ですが、上はほぼ定量積載状態

ですが、下のダンプはコボレン

を超える積載オーバー状態。 

 地元の人からの連絡で組合が

確認に行きましたが、翌日発注

者である中国地方整備局広島国

道事務所に是正を申し入れまし

た。 

 


